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　三池初市は近郊の住民の物々交換から始まり、交

流の輪が次第に広がり、この地域の人々の生活の中

に溶け込み、生活物資調達と交流の場として定着し

てきたようです。花てぼや竹のざるに代表される竹

製品や鍬や包丁などの刃物は、昔の生活必需品の市

であった名残を残すものです。

　2001年からは地元の学校の子供たちが発表の場と

して参加するようになり、イベントも充実してきま

した。それを機に、「三池初市３０１」として開催

し、今回は「三池初市３１８」を迎えています。三

池初市実行委員会では、この祭りを地域の祭りに留

めることなく、まちづくりや人づくりの一環として

地域に貢献する存在として継続していこうと、奮闘

されています。

　「初市風に当たれば風邪をひかない」という言い

伝えもあります。

　どうぞ次回の春も、ここから感じてください。

　地域の組織を総動員した三池初市実行委員会の皆

さんにより、祭りは支えられています。また、地元

高校生のボランティアも定着してきました。

　本番までの長い準備期間と夜間の後片付けを終え

た翌朝には、もとの静かな三池のまちに戻ります。

三池初市は300年の歴史を持つと言われています。
時代が移り内容が変わってきても、何よりも子供たちは三池初市を楽しみにしています。
今回はジャー坊のバースデーセレモニーも行われ、新たな賑わいを見せてくれました。
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竹細工や刃物など
伝統的工芸品から綿菓子まで

歴史を支えるボランティア
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広報広聴委員会広報部会
　市議会だよりも204号を発行するに至りました。これ

まで議会だよりを続けられましたことを皆様に深く感謝

し、今後もより楽しく親しみやすい紙面となるよう努め

てまいります。三池炭鉱を初めとした関連遺産、周辺整

備の課題も山積しております。今後とも市議会へのご理

解とご協力を心よりお願い申し上げます。　　　　（Ｉ）
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